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Ⅰ．研究論文 

 

１． 異学年合同・地域素材でおこなう  いのちの道徳授業  

―臨床道徳授業のために―  

上薗  恒太郎 ／ 森永  謙二  ／  延岡 理恵子  ／ 里村  ひとみ ／ 寺嶋 勲  

 

 ２．死生観を問い直す道徳教育の試み  

佐藤  光友  

 

 ３．“全人格的関わり”としての道徳教育のあり方に関する一考察  

柘植  欽也  

 

 ４．青少年の規範意識の変容  

   ：社会的要因および心理的要因に焦点を当てた取組みの提案  

藤澤 文  

 

 ５．規範意識を育成する道徳教育プログラム開発のための基礎的研究  

   ―「社会的慣習」概念の発達的特徴に焦点付けて―  

森川  敦子 ／ 鈴木 由美子  

 

 ６．人間の行動分析と道徳授業  

   ―脳科学と人間行動進化学の知見から―  

鑓水 浩  

 

 ７．共同的な合意形成過程をたどるための一方策に関する研究  

   ―ジレンマ資料「ぽん太とりんりん」の教材解釈を通して―  

淀澤  勝治  

 

Ⅱ．実践研究報告 

 

１． 高校道徳の構築を目指して  

―「創鑑学習」実践事例研究報告―  



板倉  栄一郎  

 

Ⅲ．シンポジウム  道徳授業の改善に結びつく評価の在り方 

 

１． シンポジストの発表資料  

（１） 道徳授業改善を視座した評価の在り方についての一考察  

―誰が誰のために、何を、どのような方法で評価するのか―  

田沼  茂紀  

（２） PDCA サイクルの質的評価  

―エピソード評価を手がかりとして―  

渡邉 真魚  

（３） 道徳授業の改善に結びつく評価の在り方  

―道徳性の発達段階に依拠した道徳学習における授業評価の在り方―  

淀澤  勝治  

（４） 道徳授業の改善に結びつく評価の在り方  

―連想調査の視点から―  

加藤  英樹  

 

２． シンポジウムのまとめ  

堺 正之 ／ 上地  完治  

 

Ⅳ．会務報告 

 

Ⅴ．日本道徳教育方法学会 会則 
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